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なかよし学園 2024-2025年 事業報告書

総会向け事業報告書／Annual Report

特定非営利活動法人 なかよし学園プロジェクト

代表理事：中村 雄一
期間：2024年4月1日〜2025年3月31日（報告基準）

ビジョン：世界を教育で平和にする

国連ACUNS学術会議登壇

ルワンダプロジェクト
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団体概要とミッション
団体名：特定非営利活動法人 なかよし学園プロジェクト

設立：2007年活動開始／2019年NPO法人化

ミッション：教育を通じて世界の平和をつくる

活動領域：国内教育支援／海外教育・平和・防災／社会的事業開発

会員・ガバナンス：正会員87名／理事14名（2025年3月時点）

活動国：アフリカ・中東・アジアを中心に10ヵ国＋日本
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2024-2025年度 主要実績ハイライト
国連スピーチ6回（2024-25年）：
ECOSOC（2月）、ニューヨーク本部（4月）、ACUNS学
術会議（6月）と国際的な活躍の場が拡大

経済産業省「探究・校務改革支援補助金」事業者採択：
なかよし学園がこれまで日本全国で行ってきた「世界とつ
ながる学びプロジェクト」が公的に評価される

英国ウィンザー城 国際会議出席：
Windsor Councilに招待され、世界各国のリーダーと共に
平和構築について議論（2023年11月）
コンゴ緊急支援プロジェクト： M23による北キヴ州ゴマ陥
落に対応し、SAVE GOMAプロジェクトを立ち上げ、現地
難民支援活動を展開（2025年1月〜）

学校連携拡大：
全国50校以上で「世界とつながる学び」を展開、岡山県立
矢掛高校、千葉県柏市富勢東小、オイスカ浜松国際高校な
ど多様な学校種で実施

離島連携：
三島竹島学園の教材（竹のけん玉等）をシリアとルワンダ
で活用し、離島の学びを世界に届ける新たな教育連携モデ
ルを創出（2025年7-8月）

国連スピーチ

6
回／2024-25年

学校連携数

50+
校／全国

活動国数

10
ヵ国／世界

国連での中村代表スピーチ 学校連携活動の様子

コンゴ緊急支援プロジェクト「SAVE GOMA」
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国内事業報告：世界とつながる学び（50校＋）

事業概要：授業・探究・課外活動を国際教育に接続（教員負担の最小化）

モデル：CoRe Loop（つくる→届ける→共創→還る）で学びの循環を設計
実施例：

•岡山県立矢掛高校（ユネスコスクール）：ライブ対話×地域探究

•千葉県柏市 富勢東小学校：講演・平和教育

•オイスカ浜松国際高校：全校講演

効果：

•エージェンシー向上（当事者意識・主体性の育成）

•地域資源の再編集（地域の魅力を国際的に再評価）

•国際協働の実装（成果物の現地活用と関係構築）

本事業は経済産業省「探究・校務改革支援補助金」2025年度採択事業です

CoReLoop（Co-create & Return Loop）モデル

創る 届ける

共創還る

全国での講演会
地域探究と国際接続

世界の現場とのライブ対話
パートナーズとテレビ電話
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海外事業報告：世界10ヵ国での活動
アフリカ
・DRコンゴ：なかよし防災学校／難民・食料支援／少年兵更生活動

・ルワンダ：平和教育・人材育成プログラム／ジェノサイド後31年の復興支援

・ウガンダ：ルワムワンジャ難民キャンプ支援／教育・衛生啓発

・南スーダン：教育支援／国内連携による資金循環プロジェクト

中東・アジア
・シリア：2024年革命後の復興期教育支援／現地連携授業／文化交流

・ネパール：学校教育支援／地震後の防災教育プログラム

・カンボジア：教育・安全啓発／地雷教育／文化交流プログラム

・東ティモール：貧困地域での教育支援及びソーシャルビジネス構築

主な成果
・現地で実施した授業数：250回以上（2024-2025年）
・教材提供：日本全国の学校から10ヵ国へ
・現地行政・学校連携：35機関（前年比140%）

戦後復興期の教育支援 ジェノサイド後の教育 難民キャンプでの支援活動
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主要プロジェクト紹介
2007 なかよし学園誕生 イジメ・不登校の救援活動を開始

2011 東日本大震災 避難所での授業

2013 カンボジアで
活動を開始

2017 ルワンダで
活動を開始

ネパールで活動を開始2019 コンゴ民主共和国で少年兵更生活動を開始

ウガンダ難民キャンプで授業開始2021 コンゴ火山災害支援防災学校設立

2022 戦場での活動から難民支援活動開始

国連経済社会理事会 NY国連本部
ACANS学術会議 ユネスコでのスピーチ

2024

南スーダンで活動開始

米国Northampton大学にて平和講演
英国Windsors城にて３度目となる平和講演

2025

2023 英国Windsor城での国際会議に招待を受ける

これまでの活動
なかよしマスクプロジェクト（1-3回実施）
コロナ禍において日本全国から集めたマスクをアフリカ各
国に届け、感染予防の知識とともに配布。第3弾では「ア
ベノマスク」を活用した国際支援を展開しました。

2021

2021

・なかよし防災学校「建設」プロジェクト
コンゴ民主共和国ゴマ市でのニーラゴンゴ火山噴火を受け、
現地に防災教育拠点を設立。日本の自治体と協力し、防災
知識を伝える学校の建設を進めています。

・なかよしふりかけプロジェクト
「日本の美味しいで世界をツナグ」をコンセプトに、栄養
価の高いふりかけを世界の子どもたちに届け、食の文化交
流と栄養改善を実現しています。

2023

離島創生×国際教育プロジェクト
三島竹島学園をはじめ、離島の学校と協働し、地域の特産品
や文化を教材として世界に届けるプロジェクト。日本の離島
と世界をつなぎ、地域創生と国際教育を融合しています。

2025
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メディア掲載・社会的評価
国連登壇：経済社会理事会（2月）、ニューヨーク本部（4月）、
ACUNS学術会議（6月）- 世界平和構築のモデルを国際発表

国際会議：英国ウィンザー城 Windsor Council - 国際連合カウ
ンターパートナーICCCからの招待

メディア掲載例：NHK、朝日・読売・毎日新聞、PR TIMES、
地方紙、自治体広報誌、国際教育特集記事

受賞・評価

長崎島チャレ審査員特別賞（2024年）
離島創生×国際教育のモデル構築

毎日新聞ビジネスコンテスト準グランプリ（2024年）
教育×ソーシャルビジネスの社会実装

露出効果

信頼性向上

助成金採択

連携先の拡大

会員増加

2023 2024 2025

掲載メディア

NHK 朝日新聞 読売新聞毎日新聞

PR TIMES テレビ朝日 地方各誌関西テレビ

主な国連公式スピーチ記録

ECOSOC
2024.2

NY本部
2024.4

ACUNS
2024.6

ACUNS
2025.6
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組織体制と会員状況
ガバナンス：理事会（14名）／事務局／国内外パートナー

会員：正会員87名（2024年度）

会員特典：

・会員証の発行
・なかよし学園の活動企画提案・活動参加
・オープンチャット参加（リアル活動ライブ）
・会員限定動画配信
・総会参加

人材：平和構築研究学社／現地コーディネーター／
教育・防災・ソーシャルビジネスの専門家を動員

コミュニティ：オープンチャット・定期報告・現地ライブ配信
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財政報告（概要）
2024-2025年度の財政状況を示した収入・支出内訳です。
教育支援活動の拡大により、経済産業省補助金をはじめ公的
支援が増加しています。

会議費

15%

旅費交通費

25%

雑費

9%

その他経費計

49%

光熱費

1%

通信費

1%

支出内訳

受取会費

21%

受取寄附金

59%

雑収益

20%

収入内訳

0

50

100

150

200

250

雑収入 会費収入 寄付金 助成金・補助金 事業収益

年度比較（主要項目）

2024 2025

行政・企業協働件数：前年比2,000％
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今後の展望と目標（2025→2026）

事業拡大：「世界とつながる学び」100校体制へ（段階目標）
全国ネットワークの拡大とプログラム標準化

国際協働：シリア・DRコンゴ・ルワンダでの現地拠点強化
現地スタッフ採用と常設型教室設置

プロジェクト：防災学校の恒常運営化／離島×国際のモデル拡張
壱岐・対馬など新規連携地域の開拓

エビデンス：学習者エージェンシー評価ルーブリックの整備と公開
教育効果測定とアカデミック連携の強化

資金計画：助成多様化／企業連携／会員拡大（＋30名目標）
持続可能な財政基盤の確立

ビジョン目標

教育を通じた平和構築モデルの確立と普及

教育インパクト

学習者5,000名

教員・指導者100名

組織基盤

会員数120名

年間収入2,000万

円
国内

提携校100校

海外

現地学校建設

発信

メディア50件

現在進行中のプロジェクト

・南スーダンワクチンPJ
・地方創生＆離島創生つながる学びPJ
・コンゴ少年兵構成施設拡大事業
・コンゴ防災学校拡大事業
・カーエンジニアリング専門学校事業
・日本酒海外マーケット開拓事業

・国内Z世代マーケティング事業
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謝辞・お問い合わせ
ご支援・ご協力への御礼

平素より温かいご支援とご協力を賜り、誠にありがとうござ

います。教育を通じた平和構築という私たちのミッションは

皆さまのお力添えなしには実現できません。

会員の皆さま、連携いただいた学校・自治体、企業・財団、

そして現地パートナーの皆さまに心より感謝申し上げます。

今後とも変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ

特定非営利活動法人 なかよし学園プロジェクト 事務局

Tel：047-704-9844

E-mail：nakayoshigakuen.office@gmail.com

Web：www.nakayoshigakuen.net/npo/

公式サイト 会員募集 世界と
つながる学び

「教育を通じて世界の平和をつくる」

なかよし学園は、これからも歩みを止めません。
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